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1．単元名「おおきさくらべ」 扱う場面としては>アサガオの水やりぐらいで

あり，「アサガオに水をじょうろで何回あげれ

ばいいの？」などと聞いてくる子が数名いた程

度である。

子どもたちの姿から,:長さの測定を子どもた

ちの身長比べで展開していこうとも考えたが，

１年生という発達段階を考えてみると非常に困

難な活動となることが予想される。したがって
ウ

子どもたちの普段の学習jP活動の中力､ら考えら

れるもので，難易度的にも難しすぎないものを

考えていかなければならないであろう。

2．教材化の考え

（１）子どもの背景

本単元では，長さ・広さ・かさについての測

定の基礎の学習を行うこととなる。測定に関す

る子どもの姿を見てみると，直観的に判断して

比べる姿は見られるものの，測定といえるレベ

ルまでは到達していない状態である。生活の中

で長さなどを正確に測ったりする必要性があま

りないというのが現実であろう。

子どもたちにとって－番興味があると思われ

る長さのひとつに，子どもたち自身の身長があ

げられよう。「先生，ぼくのほうが○○君より

大きくなったと思うよ。だから，並ぶ順番を変

えようよ。」などと言ってくる子が普段の生活

の中で見られた。このことから，人と自分の長

さを比べるという活動に対してはすんなりと入

っていけるであろうことが予測される。できる

限り，自分固有の長さ，もしくは自分たちの長

さなどと，こだわりを持てる長さを授業の中で

扱っていくことができればと考える。

広さに関しては，入学式で体育館に初めて入

った時に「広いな。」と声をあげている子がい

たことと，遠足での昼食の準備の時に，友達の

敷物を見て，「○○ちゃんの敷物広いね。いい

な。」などという会話が交わされていたことを

覚えている。

かさに関しては，今までの経験の中で液体を

（２）背景を生かした教材化

教材化するうえで考えたことがある。ひとつ

は，できるだけ一つの大きな流れの中で単元を

構成していくことであり，もう一点は子どもた

ちが測定したくなるであろう魅力を兼ね備える

ということである。そのための素材を「どもた

ちの遊びの中に求めた。遊ぶという活動の中で

測定の必然性を見いだしていこうと考えたので

ある。

教材化の中で背景を生かすということは，子

どもたちの普段の姿・発達段階・既習学習Ｑ既

有経験を考慮し子どもたちにとって魅力あるも

のを提供することであると考える。

したがって，本単元では子どもたちにとって

魅力ある活動，子どもたちが熱中して取り組む

であろう活動として，様々な遊びを通して授業

を構築していこうと考えたわけである。学習の

ゲーム化という流れで本単元を構成する。














